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研究成果の概要（和文）：  本研究課題では、調査･研究、成果報告は当初の予定よりも充実して行うことができた。
特に、大学病院における女性医師の継続就労の諸問題では女性医師が昇進しにくいことを一私立大学で調査し、日本医
学会における女性医師が執行役員になりにくい現状、、日本の外科系学会の編集委員に女性医師が少ないこと、などを
問題提起した。
　女性外科医が増加しつつあるが、手術器具は輸入物が多く、サイズは一つで、人間工学的に使い勝手が悪いことが指
摘されてきた。そこで、学会会員にアンケート調査し、器具を測定し、日本人女性外科医の手の大きさ、握力では使い
難いことを示した。
 

研究成果の概要（英文）：Japan lags behind other industrialized nations in terms of gender equality. To imp
rove the work environment for surgeons, the opinions of female surgeons must be respected. The Committee o
n Women Surgeons of the Japan Surgical Society (JSS) conducted two surveys 3 years apart of the numbers of
 female councilors and directors in the member societies of the Japanese Association of Medical Sciences. 
In the nonsurgical medical societies, although there was an increase in the number of female councilors, o
nly one female director was named over the past 3 years. On the other hand, there were no female directors
 in any of the 12 surgical societies in 2011. The JSS was founded in 1899. No female surgeon has ever been
 elected as director and there are currently no female councilors due to the new election system. The Gend
er Equality Bureau of the Cabinet Office should therefore provide greater support to improve gender equali
ty in Japan.
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１． 研究開始当初の背景 
女性医師の問題に限らず，すべての医師の
勤務環境を改善することは医療の質の向上
につながる。本邦では女性医師の就業率は 30 
歳代になると急激に低下し、離職による医師
不足が社会問題化している。女性医師にとっ
て出産・育児は勤務継続の最大の障壁であり，
この時期の支援が不可欠である。周囲の理解
不足と女性医師自身の不勉強のため、法律及
び事業が制度上は整備されていても実際に
は運用されていないことが多い。 
本邦において女性医師を対象にした勤務
時間短縮や育児支援は一見女性医師を支援
するようだが，実は社会に根強く残る「家事
や育児は女性が担うもの」という性別役割分
担の意識を変えていかなくてはならない。そ
のためには「男女共同参画」の考え方が重要
で、エビデンスを示し、女性医師が指導的立
場で活躍できるようなビジョンを示さなく
てはならない。 
近年、日本においては、医師国家試験の受
験者にしめる女性の割合は増加しており、外
科系を志望する女性医師も増加している。そ
れに伴い、女性医師が働き続けることが可能
な労働環境を考える機会が増えている。男女
共同参画事業（第２次）では女性が重要な地
位の 30%を占めるようにと出されたが、学会
に強制できるものではない。現在、日本医学
会分科会で理事などの役員に女性が含まれ
ていることは尐なく、評議員さえ女性は尐な
い。女性医師が仕事を続けるためにはライフ
イベントである妊娠・出産は避けて通れない
が、学会の執行役員に女性がほとんど含まれ
ないため必要な支援について気がつかれな
いことが多い。 
女性医師支援の活動の輪はまだ小さい。こ
れから 10 年後に女性医師が活躍するために
必要な具体策を今、準備する必要が示唆され
る。医学会分科会、あるいは医育教育機関で
女性医師支援の具体策を持っていて効果が
上がっている団体・施設を調査し、学び、具
体案として示すことができれば今後活躍す
る若い女性医師のために労働環境を整える
ことが可能であり、継続就労につながり、医
療崩壊を食い止めることができることを期
待し、本研究を計画するに至った。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は女性外科医師が臨床・研
究・教育を通し、妊娠・出産・育児そして介
護をハンディーとせずに働ける環境を調
査・解析し、最良の支援の具体案を示すこと
である。アンケート調査から、自分の属する
学会、施設における女性医師支援が、他学会、
他施設に比べて時代遅れであり、まだ改善出
来ることに気がつき、成功事例を模倣し取り
入れ、改善する。より具体的には、本調査研
究は学会および大学病院へのアンケート調
査を基本とするが、追加して現地調査、文献
検索、学術データベース等の資料集めを含み、

適切な方法を駆使して行う。本研究では、学 
会・施設・団体で行われている優れた具体案
の情報を集め、解析し、採用することにより、
この時代に適切な女性医師支援を行い、労働
環境改善に大いに貢献するものであると考
える。科研費の交付を希望する期間には、無
理なく、同僚にしわ寄せが起こらず、負担を
尐なく、女性医師を支援する実行可能な具体
案を示すところまでを成し遂げたいと考え
た。 
 
３．研究の方法 
 平成 23 年度には【１】、【２】を、平成 24 
年度には【３】、【４】、平 成 25 年度には【４】
を行う予定とし、3 年間で研究を完成させる
ことを望んだ。 
 
【１】 女性医師支援全般の調査 
 女性外科医にとって好ましい環境は、男性
医師にとっても好ましいはずである。また、
女性医師にとって働きやすい職場はすべて
の医療従事者にとっても働きやすいはずで
ある。家事は女性に特異的ではない。女性に
特異的なのは妊娠・出産である。また、いつ
までも若くない。そこで、男女を問わず状況
に応じて対応出来る職場が理想的どんな状
態〔子持ち、親を介護中、病気、高齢、シン
グルペアレント〕の医師でも、働きやすい職
場が一番である。本研究課題においてよい状
態で長く働く“継続支援”のための条件を探
し出すことは、社会的に大きく貢献でき、意
義は大きいと考えた。 
① 方法：アンケート調査、現地調査、Web 検
索、学術データベース検索 
② 対象：医学会分科会の学会、大学病院の
外科、外国の女性医師支援システム、Web 
上のデジタルデータ 
③ 内容：女性医師支援の成功例、男女共同
参画について、既存の大学病院支援カタロ
グ、女性限定研究費、ネットワーク、育児・
保育支援〔院内保育・病児保育。オンコー
ルで呼ばれたときの保育対策、医師の代替
要員対策、他〕、復職支援、キャリア形成
支援、再雇用促進、ハラスメント対策。 
 
1) インターネット上で「女性医師」、「支援」、
「キャリア」等を Keyword に現在本邦で
行われている女性医師支援活動を検索し、
種類、実施機関形態、状態、資金のでどこ
ろ、効果、等を調査する。女性医師の仕事
と育児の両立支援、また、女性医師ネット
ワーク、女性医学研究者支援室の活動 
2) 学術データベース（医学中央雑誌、PubMed 
等）、等を用いて国内外の女性医師支援の
状況を最近の学会発表・論文、等から傾向
を調査する。 
3) 報告書の調査：学会・医師会が問題を感
じて、学会員を対象に行った最近の実態調
査を収集解析する。日本産婦人科医会実態
調査では産婦人科医師の 1/3 は妊娠・育



児中でも当直が減らず、院内保育園が半数
以下であったと、過酷な状況が記載されて
いたことが、2009 年に話題になった。 
4) 新聞記事：過去 5 年間の女性医師支援に
関する記事を読売新聞、朝日新聞のデータ
ベースで調べる。 
 
【２】 医学会分科会支援状況調査 
 日本医学会分科会の学会(107 学会)およ
び他の学術団体で行われている支援策のア
ンケート調査：医学会分科会の女性医師支援
の進歩把握：前回の 2008 年アンケート調査
（Ref. 12）を再試行する。女性医師支援組
織の有無、男女共同参画事業の内容、女性会
員数の把握と人数、女性評議員・理事数の改
善度、女性医師/会員支援委員会の開催回数。
委員会の URL の有無、学術集会での女性医師 
支援のセッションの企画の有無。認定医、専
門医などの更新の留保条件の改善度（留学、
妊娠・出産が条件か。今後、介護も留保条件
になる可能性）、学会託児所設置（実際に利
用しなくても学会の姿勢が現れる）。 
 
【３】 大学病院支援カタログ 
 同様の内容で、大学付属病院の臨床、外科
で行う。 
1) 病院幹部、管理職の女性医師数 
2) 仕事と家庭の両立に配慮した就業環境
〔時間短縮勤務制, 勤務日短縮（週３日・
４日勤務の常勤など）, パートタイム制, 
フレックスタイム制, チーム制による診
療, 当直の免除・軽減,オンコールの免
除・軽減, 院内保育園の完備, 提携(院外)
保育園の調整・手配, 院内 24 時間保育可
能,病児保育の完備,ベビーシッター費用
の補助,産後原職復帰への配慮,育児休業
中の給与を保障,男性の育児・介護休暇取
得促進,時間外勤務手当の充実,ハラスメ
ント対策,おこなわれている対策はない〕 
3) 出産育児に関して、スムーズな臨床現場
復帰に配慮した環境〔それぞれの経験に配
慮した手術トレーニング,指導医のバック
アップのもとに行う診断・診療業務,専門
性を活かした技術の習得,専門的な知識の
習得,院内カンファレンスへの参加促進,
カンファランスの時間帯の配慮（夕方・早
朝は避けるなど）,学会・研究会参加への
理解・協力,論文執筆のための環境整備,
専門医取得のための配慮,図書館の整備,
文献検索・インターネットアクセスの整
備〕 
4) 外科として上記以外に女性医師の勤務継
続に関して配慮・支援をしておられること 
5) 実際に現在上記２や３のような支援体制
を利用しながら外科勤務を続けている女
性勤務医師はいるか？ 
6) 前記で「いる」場合、周囲の同僚医師の
意見、反応は？ 
 
 

【４】外国の現状調査 
近年、米国では 50%近く、英国では 60%が
女性医師であり、妊娠・出産の時期に関して
ルール作りが盛んである。日本での研修医の
妊娠・出産に関しては、やっと 2009 年 6 月
に配慮する旨の事務連絡がでた。Troppmann 
の 2009 年の報告ではfellowship/residency 
の終了をまって出産する女性外科医が 62.4%
いた。妊娠・出産に関するルール作りのため
の資料集めを行い、解析する。 
 
４．研究成果 
 本研究課題では、調査･研究、成果報告は
当初の予定よりも充実して行うことができ
た。特に、大学病院における女性医師の継続
就労の諸問題では女性医師が昇進しにくい
ことを一私立大学で調査し、”Gender gap in 
academic medicine: Analysis of a governmental 
nationwide survey on private universities and 
data of a single medical university”、日本医学会
における女性医師が執行役員になりにくい
現状、” Women in surgery: little change in 
gender equality in Japanese medical societies 
over the past 3 years”、日本の外科系学会の編
集委員に女性医師が少ないこと、” What are 
the qualifications and selection criteria for 
women to be appointed to society journal 
editorial boards?”、などを問題提起した。 
 女性外科医が増加しつつあるが、手術器具
は輸入物が多く、サイズは一つで、人間工学
的に使い勝手が悪いことが指摘されてきた。
そこで、学会会員にアンケート調査し” Rating 
and issues of mechanical anastomotic staplers in 
surgical practice: a survey of 241 Japanese 
gastroenterological surgeons”、器具を測定し” 
Ergonomic evaluation of a mechanical 
anastomotic stapler used by Japanese surgeons”、
日本人女性外科医の手の大きさ、握力では使
い難いことを示した。 
 その他に、医療安全(Eye-tracking analysis of 
skilled performance in clinical extracorporeal 
circulation)、人工心肺のトラブル対処のシミ
ュ レ ー シ ョ ン (Use of an extracorporeal 
circulation perfusion simulator: evaluation of its 
accuracy and repeatability)、人工臓器の臭覚セ
ンサー(Discrimination method of the volatiles 
from fresh mushrooms by an electronic nose 
using a trapping system and statistical 
standardization to reduce sensor value variation)、
人工臓器の生体親和性(Long-term results of a 
cardiovascular implantable electronic device 
wrapped with an expanded 
polytetrafluoroethylene sheet)、他についても広
く研究した。 
  成果報告を論文および学会発表すること
が多いが、我々は勉強会を成果報告会をかね
て行い、「女性外科医の子育て 私の場合」
を開催し、研究成果の発信に勉めた。 
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